ジヘイショウ　ノ　ライフ　ステージ　ニオケル　リョウイク　ニ　タイスル　チョクセツ　ショグウ　ショクイン　ノ　トラエカタ by 松山, 郁夫 et al.
J. Fac. Edu. Saga Univ. 




Recognition of Social Workers about Treatment for Life Stage of Autism 










































































1 ( 0.7) 
10 ( 6.9) 
24 (16.7) 
134 (93.1) 











6 ( 4.2) 
4 ( 2.8) 





知的際答 140 (97.2) 
自閉症 140 (97.2) 
高機能自閉症 19 (13.2) 
アスペルガー症候群 7 ( 4.9) 









1 ( 0.7) 
6 ( 4.2) 
1 ( 0.7) 





















番までの順位を記入するようにした。項目ごとに l位を3点、 2位を 2点、 3位を l点として合計した点
数を全スコアとして算出した。
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また、職員に必要な自閉症に関する学習内容について、 8 項目のうち最も必要な方から 1~3 番までの






















N=144 ※単位:人 ( )内は%
問答数
5 ( 3.5%) 
37 (25.7%) 
88 (6l.1%) 
13 ( 9.1%) 
1 ( 0.7%) 
表5 自開症に関する勉強会や研究会に参加状況と密閉産に関する知識の程度
よく知っているかなり知っているある程度知っている よく知らない ほとんど知らない
参加 5 ( 3.5) 19 (13.2) 26 (18.1) 5 ( 3.5) 。
不参加 。 18 (12.5) 62 (43.1) 8 ( 5.6) 1 ( 0.7) 
5 ( 3.5) 37 (25. 7) 88 (6l. 1) 13 ( 9.0) 1 ( 0.7) 
N=144 ※単{立:人 ( )内は%
表6 自閉症児者の認知・運動能力の韓度
言十
55 ( 38.2) 
89 ( 6l. 8) 
144 (100.0) 
項 日 平均値標準偏差 I員 日 平均値標準綴差
模倣動作 2.85 .999 4コマ;漫画の並び替え 4.06 .834 
微細運動 3.44 .952 間違い探し 3.66 l. 025 
粗大運動 3.21 .844 3.98 .797 
計算 3.56 .914 くこと 4.13 .760 
パズル 2.67 .861 






項 日 11立 2{立 3位 全スコア }I買{立
1. 7 ( 4.9) 18 (12.5) 18 (12.5) 75 5 
2.対人関係 19 (13.2) 21 (14.6) 14 ( 9.7) 113 4 
3.集団行動 6 ( 4.2) 8 ( 5.6) 10 ( 6.9) 64 7 
4.教科学習 。 。 2 ( 1.4) 2 10 
5.運動 2 ( 1. 4) 7 ( 4.9) 8 ( 5.6) 28 9 
6.身辺 41 (28.5) 27 (18.8) 27 (18.8) 204 1 
7.社会性 1 ( 0.7) 7 ( 4.9) 15 (16.0) 32 8 
8.情緒 37 (25.7) 19 (13.2) 7 ( 4.9) 156 2 
9.安全 25 (17.4) 23 (16.0) 17 (11.8) 138 3 
10.衛生 6 ( 4.2) 14 ( 9.7) 26 (18.1) 72 6 
N=144 ※単佼:人 )内は%
表8 学童期において震揮している療青の視点
環 尽 11立 2{立 3{立 金スコア )1則立
1.15ヨ市員百 10 ( 6.9) 16 (11. 1) 1 ( 7.6) 73 7 
2.対人関係 29 (20.1) 25 (17.4) 21 (14.6) 158 l 
3.集団行動 9 ( 6.3) 15 (10.4) 21 (14.6) 78 6 
4.教科学習 3 ( 2.1) 6 ( 4.2) 7 ( 4.9) 28 9 
5.運動 1 ( 0.7) 4 ( 2.8) 1 ( 0.7) 12 10 
6.身辺 29 (20.1) 22 (15.3) 21 (14.6) 152 2 
7.社会性 1 ( 7.6) 20 (13.9) 17 (11. 8) 90 4 
8.情緒 32 (22.2) 13 ( 9.0) 13 ( 9.0) 135 3 
9.安全 16 (11. 1) 10 ( 6.9) 17 (11.8) 85 5 
10.衛生 4 ( 2.8) 13 ( 9. 15 (10.4) 53 8 
N=144 ※単位:人 )内は%
表 9 青年期において璽課している嬢曹の視点
項 日 11立 21立 3t立 全スコア 順位
1. 音tコ読ロ 6 ( 4.2) 5 ( 3.5) 2 ( 1.4) 30 8 
2.対人関係 44 (30.6) 31 (21. 5) 17 (11.8) 211 l 
3.集団行動 1 ( 7.6) 17 (11. 8) 20 (13.9) 87 5 
4.教科学習 4 ( 2.8) 4 ( 2.8) 8 ( 5.6) 12 10 
5.運動 6 ( 4.2) 3 ( 2.1) 9 ( 6.3) 15 9 
6. 身辺 14 ( 9.7) 19 (13.2) 17 (11.8) 97 4 
7.社会性 30 (20.8) 26 (18.1) 38 (26.4) 180 2 
8.情i者 26 (18.1) 23 (16.0) 21 (14.6) 145 3 
9.安全 1 ( 7.6) 6 ( 4.2) 10 ( 6.9) 55 6 







項目 l 位 2位











9 ( 6.3) 。
1 ( 0.7) 
1 ( 7.6) 
46 (31. 9) 
23 (16.0) 
14 ( 9.7) 
4 ( 2.8) 
42 (29.2) 
12 ( 8.3) 。




6 ( 4.2) 
7 ( 4.9) 
31立
1 ( 0.7) 
22 (15.3) 
19 (13.2) 
4 ( 2.8) 
2 ( 1. 4) 
22 (15.3) 
36 (25.0) 
13 ( 9.0) 
14 ( 9.7) 
































2 ( 1.4) 
22 (15.3) 
2 ( 1.4) 。
10 ( 6.9) 
14 ( 9.7) 
17 (11. 8) 
29 (20.1) 
41 (28.5) 
7 ( 4.9) 
1 ( 0.7) 
7 ( 4.9) 
2 ( 1. 4) 。








1 ( 7.6) 





































N=144 ※単位:人 ( )内は%
表12 各ライフステージで霊按している療育の視点に関する全スコアとl痕位
幼児賎 学童期 青年期 成人期
~(~ ~(~ ~(~ M(~ 
113 ( 5) 158 ( 1) 211 ( 1) 211 ( 2) 
64 ( 7) 78 ( 6) 87 ( 5) 70 ( 5) 
2 (10) 28 ( 9) 12 (10) 4 (10) 
28 ( 9) 12 (10) 15 ( 9) 11 ( 9) 
204 ( 1) 152 ( 2) 97 ( 4) 89 ( 4) 












156 ( 2) 
138 ( 3) 
72 ( 6)
135 ( 3) 
85 ( 5) 
53 ( 8) 
145 ( 3) 
55 ( 6)
32 ( 7)
116 ( 3) 
68 ( 6) 
37 ( 7) 
老年jl:Jj
8 ( 9)
91 ( 6) 







122 ( 4) 
N=144 ※単位:人 ( )内はj樹立
211 
各ライフステ…ジで重視している療育の視点について、幼児期、学童期、青年期、成人期、老年期、各々
の項目の 1~3 位の回答数、全スコア、および順位は表 7 から表11 までの通りであった。また、各ライフ
ステージで重視している療育の視点の全スコアと順位は表12の通りであった。




























13 ( 9.0) 
10 ( 6.9) 
20 (13.9) 
3 ( 2.1) 
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